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メ
リ
メ
の
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
つ
い
て
（
水
本
）

『
ト
レ
ド
の
真
珠
ー
ス
ペ
イ
ン
調
ー
』
L
a
P
e
r
l
e
 
d
e
 T
o
l
e
d
e
,
 
imite 
d
e
 l'espagnol, 1
8
2
9
~、
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ

(
1
)
 

P
r
o
s
p
e
r
 
M
e
r
i
m
e
e
,
 
1
8
0
3
-
1
8
7
0

が
二
十
六
オ
の
時
に
書
い
た
、
全
文
六
十
行
に
満
た
な
い
短
篇
小
説
で
あ
る
。
物
語
は
、
モ

ー
ル
人
チ
ュ
ザ
ニ
が
「
ト
レ
ド
の
真
珠
」
と
呼
ば
れ
る
一
人
の
美
し
い
女
を
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
、
彼
女
の
所
有
者
で
あ
る
騎

士
に
決
闘
を
挑
み
、
敗
れ
、
死
を
目
前
に
し
て
女
の
白
く
美
し
い
顔
に
切
り
つ
け
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
作
品
の
成
立
と
内
容
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

(
2
)
 

『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
は
最
初
「
バ
リ
評
論
」
l
a
R
e
v
u
e
 d
e
 P
a
r
i
s
に
発
表
さ
れ
た
。
「
ス
ペ
イ
ン
調
ロ
マ
ン
ス
・
ト
レ
ド
の
真
珠
」

R
o
m
a
n
c
e
 i
m
i
t
e
e
 d
e
 !
'
E
s
p
a
g
n
o
l
:
 
L
a
 P
e
r
l
e
 
d
e
 T
o
l
e
d
e
と
い
う
の
が
そ
の
時
の
表
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
ト
レ
ド
の

真
珠
』
が
後
に
作
品
集
『
モ
ザ
イ
ク
』
M
o
s
a
:
i
q
u
e
,
1
8
3
3

に
収
録
さ
れ
て
か
ら
の
表
題
、
「
ト
レ
ド
の
真
珠
ー
ス
ペ
イ
ン
調
ー
」

L
a
 P
e
r
l
e
 d
e
 T
o
l
e
d
e
,
 
imite d
e
 l
'
e
s
p
a
g
n
o
l
と
異
な
り
、
「
バ
リ
評
論
」
に
お
け
る
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
の
「
別
題
」
が
『
モ

ザ
イ
ク
』
で
は
「
副
題
」
に
変
っ
て
、
「
ロ
マ
ン
ス
」
の
語
が
消
え
て
い
る
。

メ
リ
メ
の

『
ト
レ
ド
の
真
珠
』

水
に
つ
い
て

本

弘

文
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「
パ
リ
評
論
」
誌
上
で
、
「
ス
ペ
イ
ン
調
ロ
マ
ン
ス
」
の
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
は
、
「
イ
リ
リ
ア
調
ロ
マ
ン
ス
」

R
o
m
a
n
c
e
s

i
m
i
t
e
e
s
 d
e
 l'Illyrique
の
『
ク
ロ
ア
チ
ア
総
2

蕊自』

L
e
B
a
n
 d
e
 
Croatie~ 

び
『
華
g眈
太
3

〈
ン
ガ
リ
ア
丘
ハ
』

le
H
e
y
d
u
q
u
e
 

m
o
u
r
a
n
t
と
一
組
の
も
の
で
あ
っ
た
。

『
モ
ザ
イ
ク
』
に
収
録
さ
れ
る
時
も
、
三
作
は
、
「
バ
ラ
ー
ド
」

B
a
l
l
a
d
e
s

の
も
と
に
一
括
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、
「
バ
ラ
ー
ド
」
が
『
モ
ザ
イ
ク
』
に
お
け
る
「
単
位
」
と
し
て
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
り
、
「
ト
レ

ド
の
真
珠
」
は
「
バ
ラ
ー
ド
」
の
中
の
小
タ
イ
ト
ル
で
し
か
な
か
っ
た
。
な
お
こ
の
「
バ
ラ
ー
ド
」
と
い
う
語
は
、
先
の
「
ロ
マ

ン
ス
」
と
同
様
、
は
っ
き
り
「
詩
形
」
を
指
す
も
の
で
は
な
い
が
、
叙
事
詩
的
な
雰
囲
気
を
も
っ
た
「
物
語
」
と
い
う
程
の
意
味
で

あ
る
。
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
は
他
の
二
つ
の
作
品
と
同
様
に
散
文
作
品
な
の
だ
が
、
「
バ
ラ
ー
ド
」
と
い
う
総
題
が
つ
い
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
外
観
上
、
あ
る
い
は
ジ
ャ
ン
ル
的
に
、
他
の
小
説
作
品
や
戯
曲
と
区
別
さ
れ
た
。

『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
が
独
立
し
た
の
は
、
一
八
四
二
年
の
『
モ
ザ
イ
ク
』
（
改
訂
版
）
か
ら
で
あ
り
、
『
ク
ロ
ア
チ
ア
総
督
』
と
『
瀕

死
の
〈
ン
ガ
リ
ア
兵
』
は
『
モ
ザ
イ
ク
』
か
ら
取
り
除
か
れ
て
、
同
じ
年
の
一
八
四
二
年
に
こ
れ
も
改
訂
版
が
出
た
イ
リ
リ
ア
詩
歌

「
バ
ラ
ー
ド
」
の
総
題
も
消
え
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
は
外
観
的
に

選
集
『
ラ
・
ギ
ュ
ズ
ラ
』

la
G
u
z
l
a
,
 
1
8
2
7

に
転
収
さ
れ
た
。

も
ジ
ャ
ン
ル
的
に
も
他
の
小
説
作
品
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
た
。
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
は
現
行
流
布
版
に
お
い
て
、
発
表
当
初

と
は
作
品
の
性
格
を
異
に
し
、
一
個
の
短
篇
小
説
と
し
て
、
そ
れ
自
身
で
充
足
し
た
世
界
で
あ
る
。

『
モ
ザ
イ
ク
』
の
こ
う
し
た
改
版
の
際
に
は
、

レ
ド
の
真
珠
』
を
ど
う
思
っ
て
い
た
か
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

メ
リ
メ
の
意
思
を
容
れ
て
収
録
作
品
の
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
た
。
メ
リ
メ
が
『
ト

こ
の
作
品
を
い
わ
ば
「
昇
格
」
の
形
で
『
モ
ザ
イ

と
い
う
総
題
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メ
リ
メ
の
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
つ
い
て
（
水
本
）

レ
ド
の
真
珠
』
の
名
が
散
見
さ
れ
る
。

に
留
め
た
と
こ
ろ
に
、
彼
の
こ
の
小
粒
な
物
語
に
対
す
る
何
が
し
か
の
評
価
な
り
愛
着
な
り
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

一
方
、
評
家
の
判
断
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
が
余
り
に
短
か
す
ぎ
る
た
め
か
、

の
対
象
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
こ
の
作
品
を
媒
介
に
メ
リ
メ
像
を
描
こ
う
と
す
る
試
み
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

前
に
、
こ
の
作
品
が
受
け
て
き
た
扱
い
は
無
視
に
近
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
へ
の
言
及
が
皆
無
な
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
九
三
三
年
の
シ
ャ
ン
ピ
オ
ン
版
『
モ
ザ
イ

ク
』
の
「
解
説
」
に
は
モ
ー
リ
ス
・
ル
ヴ
ァ
イ
ア
ン
M
a
u
r
i
c
e
L
e
v
a
i
l
l
a
n
t
の
、
ま
た
一
九
六
四
年
の

-
』
（
リ
ー
ヴ
ル
・
ド
ゥ
・
ボ
ッ
シ
ュ
）
に
は
ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ョ
ス
ラ
ン

簡
単
な
解
説
が
あ
る
。
ジ
ョ
ス
ラ
ン
の
解
説
は
ル
ヴ
ァ
イ
ア
ン
の
そ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
に
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
ト
ラ
ア

ー
ル
P
i
e
r
r
e
T
r
a
h
a
r
d
の
『
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ
の
若
き
日
』
L
a
J
 e
u
n
e
s
s
e
 d
e
 P
r
o
s
p
e
r
 M
e
r
i
m
e
e
,
 1
9
2
5

に
、
『
ト

と
こ
ろ
で
、
ル
ヴ
ァ
イ
ア
ン
の
考
え
は
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
が
未
成
熟
な
短
篇
で
あ
り
、
「
粗
描
」
e
s
q
u
i
s
s
e
の
段
階
に
留
ま
っ

て
い
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
の
「
色
彩
と
幻
想
味
溢
れ
る
ペ
ー
ジ
の
上
に
、
高
名
な
詩
人
（
ユ
ゴ
ー
）

(
3
)
 

の
影
響
が
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
こ
の
作
品
の
独
創
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
つ
ま
り
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
と
ユ

ゴ
ー
V
i
c
t
o
r
H
u
g
o
の
『
東
方
詩
集
』
l
e
s
O
r
i
e
n
t
a
l
e
s
,
 1
8
2
9

と
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
を
、
「
散
文

'

（

4
)
 

で
書
か
れ
た
―
つ
の
〈
東
方
詩
〉
」
u
n
e
〈
o
r
i
e
n
t
a
l
e
〉
e
n
p
r
o
s
e
と
見
な
す
の
で
あ
る
。

『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

ク』

P
i
e
r
r
e
 J
 o
s
s
e
r
a
n
d
の
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
対
す
る

『
メ
リ
メ
小
説
集
、
巻

こ
れ
を
単
独
で
分
析

評
価
を
云
々
す
る
以
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太
陽
は
昇
る
と
き
が
沈
む
と
き
よ
り
美
し
い
と
誰
が
私
に
言
う
だ
ろ
う
？
オ
リ
ー
プ
と
巴
旦
杏
と
ど
ち
ら
が

一
層
美
し
い
か
誰
が
私
に
言
う
だ
ろ
う
？
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
の
男
と
ア
ン
グ
ル
シ
ア
の
男
と
ど
ち
ら
が
勇
ま
し
い
か
、
誰
が
私
に

言
う
だ
ろ
う
？
女
た
ち
の
な
か
で
一
番
美
し
い
の
は
誰
か
、
誰
が
私
に
言
う
だ
ろ
う
？
「
私
は
女
た
ち
の
な
か
で
一
番
美
し

(
5
)
 

い
の
ほ
誰
か
あ
な
た
に
言
お
う
。
ー
ー
↓
て
れ
は
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
の
オ
ロ
ー
ル
、
ト
レ
ド
の
真
珠
で
あ
る
。
」

『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
の
冒
頭
部
に
は
一
種
非
散
文
的
な
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
メ
リ
メ
は
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
「
語
り
物
」

le

nar ,
 

ratif
の
雰
囲
気
を
与
え
た
。
同
じ
言
葉
が
同
一
の
パ
ク
ー
ン
で
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
諧
調
が
崩
れ
る
時
、
破
格
に
特
有
の
強
い
響

き
を
伴
な
っ
て
、
物
語
の
軸
に
な
る
女
性
「
ト
レ
ド
の
真
珠
」
（
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
の
オ
ロ
ー
ル
）
の
名
前
が
現
わ
れ
る
。
作
品
の
最
初
の

ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
だ
が
、
「
ト
レ
ド
の
真
珠
」
と
い
う
こ
の
美
し
い
言
葉
を
、
メ
リ
メ
の
独
創
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ル
ヴ
ァ

イ
ア
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
東
方
詩
集
』
の
中
の
『
矢
車
菊
』

L
e
s
b
l
e
u
e
t
s
と
い
う
詩
に
、
「
ト
レ
ド
の
真
珠
」
と
相
似
の

「
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
真
珠
」

L
a
perle d
e
 1
'
A
n
d
a
l
o
u
s
i
e
と
い
う
詩
句
が
見
出
さ
れ
る
。
『
東
方
詩
集
』
は
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』

よ
り
十
一
ヶ
月
早
く
出
版
さ
れ
た
。

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
真
珠

ア
リ
ス
は
、
ペ
ニ
ャ
フ
ィ
エ
ル
育
ち

は
ち
み
つ
を
あ
っ
め
な
が
ら
蜜
蜂
ほ

ア
リ
ス
を
花
と
見
違
え
た
だ
ろ
う
。

木
々
の
な
か
で
、
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メ
リ
メ
の
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
つ
い
て
（
水
本
）

美
し
い
女
を
讃
え
る
綽
名
に
、
地
名
と
結
び
つ
け
る
点
や
真
珠
に
な
ぞ
ら
え
る
点
な
ど
、
「
ト
レ
ド
の
真
珠
」
の
名
称
が
こ
の
「
ア

ン
ダ
ル
シ
ア
の
真
珠
」
に
発
想
を
得
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。
『
東
方
詩
集
』
は
初
版
の
印
税
だ
け
で
三
千
六
百
フ
ラ

ン
を
ユ
ゴ
ー
に
得
さ
せ
る
よ
う
な
、
非
常
な
成
功
を
収
め
た
し
、
メ
リ
メ
は
こ
の
時
期
ユ
ゴ
ー
の
友
人
だ
っ
た
。

ま
た
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
と
『
矢
車
菊
』
は
、
物
語
の
内
容
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
ア
ン
ダ
ル
シ
ア

の
真
珠
ア
リ
ス
は
、
旅
の
モ
ー
ル
人
に
愛
さ
れ
、
彼
女
も
ま
た
こ
の
異
郷
の
男
を
愛
し
始
め
る
。
だ
が
男
の
正
体
は
「
カ
ス
テ
リ
ア

王
、
ド
ン
・
フ
ァ
ン
」

は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
哀
れ
な
結
末
を
迎
え
る
美
し
い
女
や
、
遠
く
の
町
か
ら
や
っ
て
来
た
モ
ー
ル
人
が
登
場
し

て
、
一
応
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
似
通
っ
た
人
物
構
成
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
と
『
東
方
詩
集
』
の
間
に
あ
る
こ
う
し
た
共
通
部
分
は
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
と
い
う
作
品

全
体
を
、
『
東
方
詩
集
』
の
広
大
な
影
の
中
に
埋
没
さ
せ
る
程
の
も
の
で
は
な
い
。
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
は
「
美
」
に
向
う
情
念
の

サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
緊
張
が
あ
り
、
叙
述
は
美
の
破
壊
者
チ
ュ
ザ
ニ
を
中
心
に
し
た
直
裁
な
も
の
で
あ
る
。
文
体
は
短
い
セ
ン
テ

メ
リ
メ
は
彼
の
他
の
作
品
に
対
し
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
『
ト

ユ
ゴ
ー
の
伸
び
や
か
で
豊
饒
な
想
像
力
に
彩
ら

ン
ス
の
連
鎖
か
ら
成
り
、
修
飾
は
極
端
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

レ
ド
の
真
珠
』
を
素
っ
気
な
く
突
き
放
し
て
い
る
。
一
方
、
『
東
方
詩
集
』

れ
、
基
調
は
華
や
い
だ
抒
情
で
あ
る
。
『
矢
車
菊
』
は
捨
て
ら
れ
る
側
の
ア
リ
ス
を
中
心
に
し
て
い
る
。

メ
リ
メ
の
才
能
は
ユ
ゴ
ー
の
そ
れ
と
全
く
異
質
だ
っ
た
。
ユ
ゴ
ー
は
「
成
長
」
す
る
作
家
で
あ
り
、
彼
の
世
界
は
一
作
毎
に
大
き

く
豊
か
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
メ
リ
メ
に
は
、
単
一
の
視
点
か
ら
捉
え
ら
れ
た
固
定
し
た
世
界
が
あ
る
だ
け
で
、
そ
れ
ゆ
え
成
長
と

は
ヽ

で
、
や
が
て
ア
リ
ス
は
捨
て
ら
れ
、
僧
院
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
。

『
矢
車
菊
』
の
詩
か
ら
抽
出
さ
れ
る
物
語
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い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
メ
リ
メ
が
語
る
の
は
人
間
存
在
の
「
力
」
と
「
熱
」
で
あ
り
、
そ
れ
も
理
智
の
冷
や
か
な
ヴ
ェ
ー
ル
越
し

に
観
察
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
メ
リ
メ
は
つ
ね
に
醒
め
て
い
た
。
メ
リ
メ
は
そ
の
精
神
に
お
い
て
徹
底
し
た
散
文
家
で
あ
り
、
詩
人

ユ
ゴ
ー
の
理
想
主
義
的
熱
情
に
対
し
て
、
終
生
冷
笑
的
な
態
度
を
と
っ
た
。
殊
に
、
ル
イ
・
ナ
ボ
レ
オ
ン
の
帝
政
時
代
に
は
、
メ
リ

メ
リ
メ
は
そ
の
こ
ろ
ジ

メ
ほ
皇
后
ウ
ジ
ェ
ニ
ー
づ
き
の
廷
臣
と
な
っ
て
、
共
和
主
義
者
ユ
ゴ
ー
と
の
間
に
政
治
的
対
立
も
生
じ
た
。

ェ
ニ
・
ダ
カ
ン
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
「
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
『
街
と
森
の
歌
』

C
h
a
n
s
o
n
s
d
e
s
 r
u
e
s
 et 
d
e
s
 bois
を

読
み
ま
し
た
か
？
…
…
あ
な
た
は
彼
の
昔
の
詩
と
今
の
詩
の
あ
い
だ
に
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？
彼
は
突
然
馬

(
7
)
 

鹿
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
昔
か
ら
そ
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
私
に
は
後
者
に
思
え
る
の
で
す
」
、
と
皮
肉
な

言
い
方
を
し
て
い
る
。
ユ
ゴ
ー
が
『
東
方
詩
集
』
を
出
版
し
、
メ
リ
メ
が
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
を
発
表
し
た
頃
も
、
二
人
の
つ
き
合

い
は
心
理
的
に
は
距
離
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
メ
リ
メ
が
『
東
方
詩
集
』
に
刺
戟
さ
れ
て
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
を
書
い
た
の
ほ

確
か
だ
が
、
彼
の
散
文
家
と
し
て
の
自
負
は
ユ
ゴ
ー
の
作
品
に
「
範
」
を
求
め
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
メ
リ
メ
は
友

人
ス
ク
ン
ダ
ー
ル

S
t
e
n
d
h
a
l
と
と
も
に
、
『
東
方
詩
集
』
に
否
定
的
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
作
品
に
は
、
『
東
方
詩
集
』
の
ほ
か
に
、
ス
ペ
イ
ン
の
民
間
伝
承

叙
事
詩
集
『
ロ
マ
ン
セ
ロ
』

R
o
m
a
n
c
e
r0

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
ル
・
シ
ッ
ド
伝
説
や
そ
の
他
の
騎

士
の
物
語
等
を
収
集
し
た
も
の
で
、
個
々
の
物
語
は
「
ロ
マ
ン
ス
」

r
o
m
a
n
c
e
と
呼
ば
れ
る
。

あ
っ
た
が
す
で
に
十
七
世
紀
に
あ
ら
わ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
仏
語
訳
は
不
完
全
な
形
で
は

そ
の
後
も
訳
業
が
試
み
ら
れ
、
一
八
二
二
年
に
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ

(
8
)
 

ー
の
兄
ア
ベ
ル
・
ユ
ゴ
ー

A
b
e
l
H
u
g
o
が
『
歴
史
物
語
』

R
o
m
a
n
c
e
s
historiques
と
題
し
、
「
高
い
評
価
に
値
す
る
」
翻
訳

を
出
版
し
た
。
『
ロ
マ
ン
セ
ロ
』
は
プ
レ
・
ロ
マ
ン
チ
ス
ム
及
び
ロ
マ
ン
チ
ス
ム
の
詩
人
た
ち
に
詩
想
を
与
え
、
た
と
え
ば
、
『
東
方
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親
近
性
を
強
く
意
識
さ
せ
る

「
ロ
マ
ン
ス
」
に
も
出
合
う
こ
と
に
な
る
。

さ
せ
る
言
葉
や
イ
メ
ー
ジ
に
し
ば
し
ば
出
合
う
こ
と
に
な
り
、

『
ロ
マ
ン
セ
ロ
』
が
メ
リ
メ
の
処
女
作
『
ク
ラ
ラ
・
ガ
ス
ル
戯
曲
集
』

(10) 

T
h
e
a
t
r
e
 d
e
 C
l
a
r
a
 G
a
z
u
l
,
 1
8
2
5

に
と
っ
て
「
尽
き
せ
ぬ
源
泉
」

u
n
e
s
o
u
r
c
e
 i
n
e
p
u
i
s
a
b
l
e
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
、

『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
つ
い
て
も
、
「
太
陽
、
巴
旦
杏
、
オ
リ
ー
プ
、
槍
の
勝
負
、
ア
ル
マ
ミ
の
泉
、
美
し
い
モ
ー
ル
の
女
…
…
こ
れ

(11) 

は
『
ロ
マ
ン
セ
ロ
』
の
断
片
で
あ
る
」
、
と
語
っ
て
い
る
。
事
実
、
『
ロ
マ
ン
セ
ロ
』
を
読
ん
で
い
く
と
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
を
想
起

先
に
名
前
を
挙
げ
た
ピ
エ
ー
ル
・
ト
ラ
ア
ー
ル
は
、

『
ロ
マ
ン
セ
ロ
』
等
の
読
書
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

『
歴
史
物
語
』
に
お
い
て
『
ラ
ラ
の
ド

ン
・
ロ
ド
リ
グ
の
死
』

M
o
r
t
d
e
 D
o
n
 R
o
d
r
i
g
u
e
 d
e
 L
a
r
a
と
題
さ
れ
た
「
ロ
マ
ン
ス
」
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。

一
八
一
九
年
に
。
ハ
リ
大
学
法
学
部
に
入
学
し
た
メ
リ
メ
は
、

に
、
「
神
学
、
戦
術
、

翌
二

0
年
か
ら
知
識
欲
に
と
ら
わ
れ
、
自
己
の
興
味
の
赴
く
ま
ま

町
の
攻
囲
術
、
建
築
学
、
碑
銘
学
、
古
銭
学
、
魔
術
、
料
理
」
と
手
当
り
次
第
に
渉
猟
し
、
ギ
リ
シ
ア
語
や

ス
。
ヘ
イ
ン
語
の
勉
強
も
こ
の
こ
ろ
始
め
た
。
彼
に
は
生
来
の
語
学
的
才
能
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
短
期
間
で
こ
れ
ら
の
外
国
語
を
使
い

こ
な
す
よ
う
に
な
る
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
に
と
っ
て
イ
タ
リ
ア
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

国
と
な
る
。
た
だ
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
を
発
表
し
た
一
八
二
九
年
の
時
点
で
は
、
メ
リ
メ
は
ま
だ
ス
ペ
イ
ン
の
土
を
踏
ん
で
い
な
か

っ
た
。
彼
の
最
初
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
は
翌
年
一
八
三

0
年
の
こ
と
で
あ
る
。
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
の
「
ス
ペ
イ
ン
調
」
な
る
も
の
は
、

セ
ル
ヴ
ァ
ン
テ
ス

C
e
r
v
a
n
t
e
s
の
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』

D
o
n
Q
u
i
c
h
o
t
t
e
,
 1
6
0
5ー

1
6
1
6
や
『
臨
盆
節
士
甲
筐
扁
小
ふ
翫
隼
ご
』

N
o
u
v
e
l
l
e
s

e
x
e
m
p
l
a
i
r
e
s
,
 
1
6
1
3

、

詩
集
』

の
中
の

あ
る
い
は
ロ
ペ
・
デ
・
ヴ
ェ
ガ

L
o
p
e
d
e
 V
e
g
a
、
カ
ル
デ
ロ
ン

C
a
l
d
e
r
o
n
な
ど
の
作
品
、
そ
し
て

『
モ
ー
ル
人
の
ロ
マ
ン
ス
』

ま
た
こ
の
ス
ペ
イ
ン
の
伝
承
叙
事
詩
集
と
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
と
の

た
と
え
ば
、
（
『
ロ
マ
ン
セ
ロ
』
の
仏
語
散
文
訳
『
ロ
マ
ン

R
o
m
a
n
c
e
 
m
a
u
r
e
s
q
u
e
 
t!
、

ス
ペ
イ
ン
は
メ
リ
メ
が
生
涯
愛
し
続
け
る

ア
ベ
ル
の
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か
ら
物
語
の
本
筋
に
入
っ
て
い
く
。

セ
ロ
・
ゼ
ネ
ラ
ル
』

R
o
m
a
n
c
e
r
o
general, 
1844
に
お
い
て
）
『
恋
す
る
ド
ン
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ノ
の
死
』

M
o
r
t
d
e
 1
'
a
m
o
u
 ,
 

r
e
u
x
 d
o
n
 B
e
r
n
a
l
d
i
n
o
と
題
さ
れ
た
「
ロ
マ
ン
ス
」
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
両
者
を
比
較
し
て
み
た
い
。

恋
人
を
訪
ね
よ
う
と
思
っ
た
ド
ン
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ノ
は
、
す
ぐ
さ
ま
小
姓
ら
を
呼
び
、
衣
服
を
運
ば
せ
る
。

小
姓
た
ち
は
彼
に
緋
色
の
ズ
ボ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
皮
の
乗
馬
訛
、
・
・
・
・
・
・
贅
沢
に
刺
纏
さ
れ
た
胴
着
を
渡
す
。
…
•
•
•
こ
の
上
な
く
高

価
な
素
晴
し
い
乗
馬
帽
を
渡
す
。
彼
ら
は
彼
に
•
•
…
•
マ
ン
ト
を
、
•
…
•
•
金
の
か
ぶ
と
を
渡
す
。

彼
は
大
人
し
い
白
馬
に
鞍
を
置
く
よ
う
命
じ
、
十
五
人
の
従
者
を
従
え
て
出
発
す
る
。
…
…

彼
は
こ
う
し
て
恋
人
の
家
の
戸
口
に
着
く
。
い
つ
も
な
ら
恋
人
は
そ
こ
に
立
っ
て
い
た
。

の
を
知
る
。
…
…

「
ド
ナ
・
レ
オ
ノ
ル
は
一
体
ど
こ
に
い
る
。
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
ひ
と
は
？
」

一
人
の
呪
わ
れ
た
老
人
ー
—
ー
ド
ン
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ノ
は
即
座
に
彼
を
殺
さ
せ
る
|
—
が
答
え
る
。

(12) 

に
住
ま
わ
せ
る
べ
く
連
れ
去
っ
た
の
だ
。
」

ド
ン
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ノ
ほ
悲
し
み
と
怒
り
で
自
殺
し
、
物
語
は
次
の
よ
う
な
墓
碑
銘
で
終
る
。

ィ
ノ
眠
る
。
彼
は
愛
し
す
ぎ
た
が
た
め
に
死
ん
だ
。
」
ー
ー
＇
僅
か
三
十
行
の
短
い
物
語
で
あ
る
。
こ
の
『
恋
す
る
ド
ン
・
ベ
ル
ナ
ル
デ

ィ
ノ
の
死
』
と
照
応
す
る
の
は
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
の
先
に
引
用
し
た
冒
頭
部
に
続
く
箇
所
で
あ
る
。

『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
は
こ
こ

「
こ
こ
に
ド
ン
・
ベ
ル
ナ
ル
デ

「
父
親
が
彼
女
を
遠
い
国

彼
ら
は
そ
の
戸
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
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ナ
ル
デ
ィ
ノ
よ
り
意
思
的
で
あ
り
、
よ
り
猛
々
し
い
。

し
か
し
重
要
な
の
は
、
こ

馬
を
一
頭
づ
つ
検
分
す
る
。
彼
は
言
う
、
「
ベ
ル
ジ
ァ
が
最
も
力
が
あ
る
。

黒
人
の
チ
ュ
ザ
―
ー
は
槍
を
命
じ
た
。
楯
を
命
じ
た
。
槍
は
右
手
に
持
つ
。
楯
は
首
に
か
け
る
。
厩
に
降
り
立
ち
、

そ
の
幅
広
の
背
に
乗
せ
て
、
ト
レ
ド
の
真
珠
を
連
れ

て
こ
よ
う
。
さ
も
な
く
ば
、
ア
ラ
ー
の
神
か
け
て
！

馬
を
駆
り
、
ト
レ
ド
に
着
く
。

コ
ル
ド
バ
の
町
が
再
び
私
を
見
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
」

ザ
カ
タ
ン
の
近
く
で
一
人
の
老
人
に
出
会
う
。

四
十
頭
の
雌

紙
を
ド
ン
・
ギ
ュ
チ
ェ
ー
ル
に
届
け
て
く
れ
。
ド
ン
・
ギ
ュ
チ
ェ
ー
ル
・
ド
ゥ
・
サ
ル
グ
ナ
に
。
彼
が
男
な
ら
、
ア
ル
マ
ミ
の
泉

(13) 

の
ほ
と
り
、
私
と
闘
い
に
来
る
だ
ろ
う
。
ト
レ
ド
の
真
珠
は
、
わ
れ
ら
の
う
ち
の
一
人
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
の
前
半
と
『
恋
す
る
ド
ン
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ノ
の
死
』
と
は
、
細
部
の
相
違
は
抜
き
に
し
て
、

「
女
」
ー
「
支
度
」
ー
「
出
発
」
—
「
到
着
」
I

「
老
人
」
と
い
っ
た
物
語
の
進
行
に
お
い
て
、
ま
た
、
旅
立
ち
が
死
に
つ
な
が
る

と
い
う
物
語
の
基
本
線
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
共
通
し
て
い
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
二
つ
の
作
品
は
物
語
の
骨
格
が
同
一
で
あ
る
。

た
だ
、
チ
ュ
ザ
―
ー
と
ド
ン
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ノ
を
比
較
す
る
と
、
チ
ュ
ザ
―
ー
は
恋
人
に
会
い
に
出
発
す
る
の
で
は
な
く
、
他
人
の

恋
人
を
奪
い
に
出
発
す
る
。
女
に
会
う
た
め
の
華
美
な
衣
服
で
は
な
く
、
槍
や
楯
を
運
ば
せ
る
。
優
雅
な
白
馬
で
は
な
く
、
戦
闘
の

た
め
の
騨
馬
を
選
ぶ
。
ま
た
老
人
に
対
し
て
は
、
女
の
行
方
を
尋
ね
る
の
で
は
な
く
、
果
し
状
を
託
す
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
は
ユ
ゴ
ー
の
『
東
方
詩
集
』
や
ス
ペ
イ
ン
の
『
ロ
マ
ン
セ
ロ
』
の
影
響
の
跡
を
と

ど
め
、
こ
の
作
品
が
完
全
に
メ
リ
メ
一
人
の
想
像
力
か
ら
生
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。

チ
ュ
ザ
ニ
は
ド
ン
・
ベ
ル

た
と
え
ば

彼
は
出
発
す
る
。

「
白
い
髭
の
老
人
、
こ
の
手
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の
こ
と
が
一
方
で
は
、
『
東
方
詩
集
』
や
『
ロ
マ
ン
セ
ロ
』
の
呪
縛
の
外
に
あ
る
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
独
自
の
も
の
を
明
ら
か
に
す
る

(14) 

と
い
う
こ
と
で
、
「
メ
リ
メ
の

II

ロ
マ
ン
ス
“
は
（
『
東
方
詩
集
』
よ
り
も
）
苛
烈
で
あ
る
」
と
い
う
ル
ヴ
ァ
イ
ア
ン
の
言
葉
や
、
「
『
ト

(15) 

こ
の
作
品
は
『
ロ
マ
ン
セ
ロ
』
の
首
輪
か
ら
自
由
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
」
と
い
う
ト
ラ
ア
ー

レ
ド
の
真
珠
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、

ル
の
言
葉
な
ど
は
そ
の
辺
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
お
い
て
メ
リ
メ
の
独
自
性
と
い
っ
た
も
の
を
最
も
よ
く
現
わ
し
て
い
る
の
は
、
作
品
の
最
後
、
す
な
わ
ち

チ
ュ
ザ
ニ
が
ト
レ
ド
の
真
珠
に
切
り
つ
け
る
場
面
で
あ
る
。

に
倒
れ
て
い
る
。
血
が
芝
生
を
、
泉
を
、
赤
く
染
め
る
。

ド
ン
・
ギ
ュ
チ
ェ
ー
ル
の
槍
を
胸
に
受
け
た
チ
ュ
ザ
ニ
は
泉
の
ほ
と
り

そ
こ
へ
、
ド
ン
・
ギ
ュ
チ
ェ
ー
ル
を
案
じ
た
ト
レ
ド
の
真
珠
が
や
っ
て
来

真
珠
は
騨
馬
か
ら
お
り
る
。
ー
「
騎
士
よ
、
気
を
し
っ
か
り
お
持
ち
な
さ
い
。

で
す
。
私
の
手
は
私
の
騎
士
が
つ
け
た
傷
を
癒
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
」

「
お
お
純
白
の
真
珠
よ
、
お
お
美
し
い
真
珠
よ
、
私
の
胸
か
ら
、
こ
の
胸
を
引
き
裂
く
槍
の
折
れ
を
抜
い
て
く
れ
。

冷
た
さ
が
私
を
凍
ら
せ
、
震
え
さ
せ
る
の
だ
。
」

彼
女
は
疑
い
も
せ
ず
近
づ
い
た
。
と
、
彼
は
、
消
え
か
け
た
力
を
奮
い
起
し
た
。
刀
の
尖
で
、
こ
の
美
し
い
顔
に
切
り
傷
を
つ

(16) 

け
る
。

る。

は
が
ね
の

生
き
の
び
て
美
し
い
モ
ー
ル
の
女
を
婆
る
の
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ら
か
で
あ
る
。

凶
行
は
唐
突
で
、
一
瞬
の
間
で
あ
る
。
，
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
見
定
め
る
暇
は
な
い
。
「
刀
の
尖
で
、
こ
の
美
し
い
顔
に
切
り

傷
を
つ
け
る
」

d
u
t
r
a
n
c
h
a
n
t
 d
e
 s
o
n
 s
a
b
r
e
 i1 
b
a
l
a
f
r
e
 c
e
 v
i
s
a
g
e
 si 
b
e
a
u
と
い
う
言
葉
は
、
行
為
の
鮮
烈
な
印
象
だ

『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
は
『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
』

M
a
t
e
o
F
a
l
c
o
n
e
,
 
1
8
2
9

と
同
じ
よ
う
に
徹
底
し
た
外
面
描
写
を
特
徴
と

し
、
行
為
と
言
葉
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
い
わ
ゆ
る
「
ト
レ
」

traits)
が
心
理
的
な
説
明
を
伴
わ
な
い
で
前
面
に
現
わ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
は
、
人
物
の
内
面
に
立
ち
入
っ
て
心
理
を
直
接
問
題
に
す
る
『
エ
ト
ル
リ
ア
の
壺
』

L
e
V
a
s
e
 E
t
r
u
s
q
u
e
,
 

1
8
3
0

や
『
二
重
の
誤
解
』

L
a
D
o
u
b
l
e
 M
e
p
r
i
s
e
,
 1
8
3
3

と
は
、
作
品
の
目
指
す
も
の
が
異
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
外
面

に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

描
写
も
、
人
間
の
行
為
や
言
葉
が
心
理
を
背
後
に
も
つ
こ
と
を
思
え
ば
、
広
義
の
心
理
描
写
と
言
え
る
が
、

質
は
行
為
な
ら
行
為
に
即
し
て
そ
の
動
き
、
形
、
激
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
、
背
後
の
心
理
に
つ
い
て
は
読
者
の
判
断

メ
リ
メ
の
外
面
描
写
は
心
理
よ
り
も
行
為
を
、
あ
る
い
は
行
為
を
そ
の
中
に
納
め
た
あ
る
場
面

を
、
際
立
た
せ
る
。

そ
れ
が
何
を
目
指
し
た
も
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
と
同
時
に
発
表
さ
れ
た
『
ク
ロ
ア
チ
ア
総
督
』
に
お
い
て
明

無
実
の
男
二
人
を
斬
首
刑
に
し
て
そ
の
富
を
奪
っ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
総
督
は
、
二
人
の
亡
霊
に
毎
夜
眠
り
を
防
げ
ら
れ
る
。
明
方
に

な
っ
て
消
え
る
時
、
亡
霊
は
総
督
に
別
れ
の
お
辞
儀
を
す
る
の
だ
が
、
亡
霊
の
「
支
え
る
も
の
の
な
い
」
首
は
胴
か
ら
離
れ
て
落
ち

る
。
あ
る
冬
の
寒
い
夜
、
い
つ
も
の
よ
う
に
総
督
の
枕
も
と
に
現
わ
れ
た
亡
霊
が
、
総
督
は
な
ぜ
あ
い
さ
つ
を
返
さ
な
い
の
か
、
と

詰
問
す
る
の
で
、
「
総
督
は
ブ
ル
ブ
ル
震
え
な
が
ら
立
ち
上
っ
た
。

け
を
残
し
て
、
凍
り
つ
い
て
し
ま
う
。

そ
し
て
、

亡
霊
た
ち
に
あ
い
さ
つ
し
よ
う
と
頭
を
下
げ
る
と
、

し
か
し
外
面
描
写
の
本
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チ
ュ
ザ
ニ
の
こ
の
「
悪
」
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
の
な
さ
は
、

メ
リ
メ
の
他
の
作
品
の
登
場
人
物
た
ち
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

ら
い
も
な
い
。
彼
に
と
っ
て
は
暴
力
も
背
信
も
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

※ 

そ
こ
に
は
何
の
た
め

彼
は
自
分
が
傷
で
動
け
な
い
の
で
、
真
珠

そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
作
品
は

ス
ト
ン
と
は
ず
れ
て
、
転
げ
て
い
く
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
全
て
で
あ
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
「
力
」
が
作
品
を
支
え
て
い
る
。

『
シ
ャ
ル
ル
十
一
世
の
幻
想
』

V
i
s
i
o
n
d
e
 C
h
a
r
l
e
s
 
XI, 1
8
2
9

に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
首
切
り
役
人
に
切
ら
れ

た
首
が
血
を
噴
き
出
し
な
が
ら
転
が
っ
て
き
て
、
王
の
ス
リ
ッ
バ
に
赤
い
染
み
を
つ
け
る
。

そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
一
批
紀
半
を
経
た
現
在
も
な
お
読
む
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
感
覚
に
「
衝
撃
」
を
加
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
と
同
じ
よ
う
に
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
は
、
「
心
理
小
説
」
と
対
置
さ
せ
て
「
情
景
小
説
」
と
呼
び
得
る
よ
う
な
、

一
種
絵
画
的
な
性
格
を
有
す
る
。
あ
る
行
為
、
あ
る
場
面
を
読
者
の
目
の
前
に
突
き
つ
け
、
行
為
や
場
面
の
強
烈
さ
に
よ
っ
て
読
者

こ
の
作
品
に
お
け
る
外
面
描
写
の
意
味
が
そ
こ
に
あ
り
、
メ
リ
メ
は
、
『
ト

レ
ド
の
真
珠
』
と
い
う
作
品
が
心
理
的
な
い
し
思
想
的
な
「
感
動
」
に
先
立
っ
て
、
先
ず
、
感
覚
的
に
鮮
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
生
む
こ

と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
の
結
末
。

チ
ュ
ザ
ニ
は
真
珠
の
美
を
一
瞬
に
し
て
醜
に
変
え
る
。

の
優
し
さ
を
利
用
し
、
彼
女
を
自
分
の
傍
に
近
づ
け
る
。
そ
し
て
、
彼
女
の
信
頼
を
裏
切
っ
て
切
り
つ
け
る
。

こ
の
物
語
（
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
よ
り
更
に
短
か
く
、

〈

17)

首
が
ひ
と
り
で
に
落
ち
、
絨
毬
の
上
を
転
が
っ
た
。
」

二
十
四
行
）
に
は
実
際
ど
ん
な
内
容
も
な
い
。

頭
を
傾
け
た
途
端
に
首
が
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メ
リ
メ
の
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
つ
い
て
（
水
本
）

(18) 

「
こ
の
女
は
俺
の
も
の
だ
。
女
が
俺
を
好
こ
う
が
嫌
お
う
が
、
構
っ
た
こ
と
で
は
な
い
」
と
、
ゼ
イ
ン
は
親
友
ヌ
マ
ン
に
切
り
か

か
り
、
ヌ
マ
ン
の
奴
隷
女
を
奪
お
う
と
す
る
。
（
『
ア
フ
リ
カ
の
恋
』
L
'
A
m
o
u
r
A
f
r
i
c
a
i
n
)
 

(19) 

「
私
を
結
婚
さ
せ
て
く
れ
。
さ
も
な
い
と
、
君
を
殺
す
！
」
と
、
異
端
審
問
官
ア
ン
ト
ニ
オ
は
同
僚
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
に
詰
め
寄

り
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
拒
絶
に
会
う
と
即
座
に
彼
を
殺
す
。
（
『
女
は
悪
魔
で
あ
る
』
U
n
e
F
e
m
m
e
 e
s
t
 u
n
 diable) 

欺
し
た
り
殺
し
た
り
す
る
。

ま
る
で
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
あ
っ
さ
り
と
、
人
を

恋
人
を
牢
か
ら
逃
が
す
た
め
に
、
ド
ナ
・
ウ
ラ
カ
は
司
祭
を
殺
し
て
そ
の
僧
服
を
奪
う
が
、
そ
の
際
司
祭
の
う
な
じ
に
短
剣
を
突

き
刺
し
、
僧
服
を
血
で
汚
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
冷
静
な
殺
人
で
あ
る
。
（
『
天
国
と
地
獄
』
L
e
C
i
e
l
 et l
'
E
n
f
e
r
)
 

こ
う
し
た
『
ク
ラ
ラ
・
ガ
ス
ル
戯
曲
集
』
の
登
場
人
物
た
ち
は
、
そ
の
ま
ま
チ
ュ
ザ
―
ー
で
あ
り
、

で
あ
り
、
コ
ロ
ン
バ
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
己
を
確
信
し
て
い
て
傲
岸
で
あ
る
。

「
悪
」
と
も
感
じ
な
い
。
ま
た
読
者
に
も
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

断
を
抜
き
に
し
て
描
い
て
お
り
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
、
暴
力
も
奸
知
も
生
き
る
上
で
の
必
然
と
し
て
描
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

社
会
的
な
判
断
か
ら
す
れ
ば
「
罪
」
で
あ
り
「
悪
」
で
あ
る
よ
う
な
行
為
を
、
彼
ら
は
「
罪
」
と
も

と
い
う
の
も
、
メ
リ
メ
は
彼
ら
の
行
為
を
社
会
的
道
徳
的
な
判

ュ
ザ
ニ
は
メ
リ
メ
の
多
く
の
登
場
人
物
た
ち
と
同
様
に
、
没
道
徳
的
な
世
界
に
い
る
。

疑
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
人
間
の
表
面
の
人
間
性
を
突
き
崩
し
て
、

チ

タ
マ
ン
ゴ
で
あ
り
、
カ
ル
メ
ン

、、、

チ
ュ
ザ
ニ
は
メ
リ
メ
の
生
命
主
義
v
i
t
a
l
i
s
m
e
的
な
人
間
観
か
ら
生
れ
て
い
る
。
ニ
ー
チ
ェ
N
i
e
t
z
s
c
h
e
が
「
正
直
な
無
神
論

(20)

ヽ

ヽ

ヽ

者
」
と
呼
ん
だ
メ
リ
メ
は
、
生
来
の
懐
疑
家
で
あ
る
。
彼
は
天
上
の
美
徳
に
対
す
る
と
同
様
に
、
地
上
の
美
徳
に
対
し
て
も
不
信
の

(21) 

目
を
向
け
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
懐
疑
が
憂
鬱
を
生
む
」
と
テ
ー
ヌ
H
i
p
p
o
l
y
t
e
T
a
i
n
e
は
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
徹
底
し
た
懐

そ
の
根
底
に
あ
る
「
生
命
体
と
し
て
の
人
間
」
を
メ
リ
メ
に
知
ら

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
メ
リ
メ
は
、
人
間
の
内
部
で
原
始
そ
の
ま
ま
に
の
た
う
つ
生
命
の
力
強
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
。
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メ
リ
メ
は
『
イ
ー
ル
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』

タ
マ
ソ
ゴ
は
舞
防
備
だ
っ
た
。
ル
ド
ゥ
は
悪
魔
的
な
歓
び
を
顔
に
淫
か
べ
、
腕
を
振
り
上
げ
て
彼
を
刺
そ
う
と
し
た
。

し
、
タ
マ
ン
ゴ
は
彼
の
国
の
豹
の
よ
う
に
敏
捷
だ
っ
た
。
敵
の
懐
に
と
び
こ
み
、
剣
を
握
っ
た
手
を
つ
か
ん
だ
。
一
方
は
武
番
を

放
す
ま
い
と
し
、
一
方
は
そ
れ
を
も
ぎ
取
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
死
に
も
の
狂
い
の
闘
い
の
後
、
二
人
は
折
り
重
な
っ
て
倒
れ
た
。

し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
人
の
方
が
下
だ
っ
た
。
が
、
タ
マ
ン
ゴ
は
少
し
も
ひ
る
ま
ず
、
敵
を
力
の
限
り
締
め
つ
け
な
が
ら
、
敵
の
喉

に
は
げ
し
く
噛
み
つ
い
た
。
血
が
ラ
イ
オ
ン
の
歯
に
で
も
噛
ま
れ
た
よ
う
に
ほ
と
ば
し
り
出
た
。
剣
が
船
長
の
力
の
弱
っ
た
手
か

ら
す
べ
り
落
ち
た
。
タ
マ
ン
ゴ
は
そ
れ
を
つ
か
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
、
血
ま
み
れ
の
口
の
ま
ま
立
ち
上
が
り
、
勝
利
の
叫
び
を
あ
げ

(22) 

な
が
ら
、
立
て
続
け
に
、
す
で
に
半
ば
死
ん
で
い
る
敵
を
刺
し
通
し
た
。
（
『
タ
マ
ン
ゴ
』

T
a
m
a
n
g
o
,
1
8
2
9
)
 

こ
こ
で
、
タ
マ
ン
ゴ
は
生
命
力
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

人
間
を
要
約
す
る
。
そ
し
て
、
チ
ュ
ザ
ニ
も
ま
た
一
人
の
人
間
と
し
て
の
「
個
性
」
を
感
じ
さ
せ
る
よ
り
も
、
黒
い
稲
妻
の
よ
う
に

物
語
を
走
り
抜
け
、
意
欲
し
行
動
す
る
ひ
と
つ
の
力
、
と
し
て
の
印
象
を
残
す
だ
け
で
あ
る
。
メ
リ
メ
は
人
間
を
い
わ
ば
生
命
の
発

光
体
と
見
な
し
、
チ
ュ
ザ
ニ
や
タ
マ
ン
ゴ
の
よ
う
な
彼
の
登
場
人
物
た
ち
に
、
そ
の
生
命
の
力
強
い
輝
き
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
の

び
起
こ
し
、

「
な
ぜ
な
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
悪
し
き
情
念
に
宿
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
常
に
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
驚
き
を
呼

(23) 

わ
れ
知
ら
ず
一
種
の
感
嘆
の
念
を
覚
え
さ
せ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
、

L
a
 V
e
n
u
s
 d'Ille, 
1
8
3
7

の
中
で
言
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
で
、
青
銅
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
は
生
命
の
も
つ
あ
る
不
気
味
さ
を
象
徴

し
て
い
る
が
、
作
中
の
「
私
」
は
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
残
忍
で
「
牝
虎
の
よ
う
な
」
表
情
を
見
て
、

で
あ
る
。

そ
の
表
情
に
こ
も
る
「
悪
」
の
大
き

人
を
噛
み
殺
す
凄
ま
じ
さ
が
、
タ
マ
ン
ゴ
と
い
う

し
か
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し
か
し
、

メ
リ
メ
の
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
つ
い
て
（
水
本
）

し
て
、
凶
行
の
動
機
に
「
憎
し
み
」
を
見
て
い
る
。

さ
に
感
動
す
る
の
で
あ
る
。

※ 

チ
ュ
ザ
―
ー
が
真
珠
を
自
分
の
も

メ
リ
メ
に
は
、
生
命
と
い
う
も
の
が
も
と
も
と
善
悪
の
範
疇
に
属
す
も
の
で
は
な
く
、
生
命
の
真
正
な

力
は
善
悪
の
区
別
を
超
越
し
た
振
幅
を
も
っ
、
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。

チ
ュ
ザ
ニ
の
「
悪
」
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
の
な
さ
は
、
生
命
の
本
来
の
無
拘
束
性
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
真
珠
の
顔
に
切
り
つ
け
る
チ
ュ
ザ
ニ
の
行
為
の
目
指
す
も
の
、
そ
の
行
為
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。

(24) 

先
の
ル
ヴ
ァ
イ
ア
ン
は
、
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
を
「
憎
し
み
に
変
る
愛
」

l
'
a
m
o
u
r
qui t
o
u
r
n
e
 a
 la 
h
a
i
n
e
の
物
語
と
定
義

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
可
愛
さ
余
っ
て
憎
さ
百
倍
」
と
い
う
定
式
を
チ
ュ
ザ
ニ
の

行
為
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
作
品
の
現
実
を
無
視
し
た
飛
躍
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
作
品
の
中
に
は
こ
の
「
憎
し
み
」

の
存
在
を
（
明
示
に
し
ろ
暗
示
に
し
ろ
）
告
げ
る
言
葉
は
な
く
、

ま
た
、
真
珠
が
チ
ュ
ザ
ニ
に
示
す
態
度
は
優
し
く
て
、
チ
ュ
ザ
ニ

の
行
為
に
「
憎
し
み
」
を
見
る
見
方
を
不
自
然
な
も
の
に
す
る
。
「
さ
か
恨
み
」
と
か
、
ド
ン
・
ギ
ュ
チ
ェ
ー
ル
に
対
す
る
「
つ
ら
あ

て
」
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
一
般
論
の
域
を
出
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
憎
し
み
」
が
チ
ュ
ザ
ニ
の
心
に
生
れ
た
と
す
る
ル
ヴ
ァ
イ
ア
ン
の
解
釈
は
、

の
に
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
考
え
で
あ
り
、
チ
ュ
ザ
ニ
の
行
為
は
遺
恨
晴
ら
し
と
い
っ
た
も
の
に
な
る
。

チ
ュ
ザ
ニ
が
執
着
す
る
の
は
、
「
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
の
オ
ロ
ー
ル
」
を
「
ト
レ
ド
の
真
珠
」
と
呼
ば
せ
て
い
る
そ
の
「
美
し

さ
」
で
あ
る
。
チ
ュ
ザ
ニ
は
真
珠
を
欲
求
の
対
象
と
し
て
見
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

み
」
の
対
象
と
な
り
得
る
程
に
は
、
チ
ュ
ザ
ニ
か
ら
人
格
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

言
い
か
え
れ
ば
、
真
珠
は
チ
ュ
ザ
ニ
の
「
憎
し

チ
ュ
ザ
ニ
は
真
珠
の
意
思
を
無
視
し
て
さ
っ
さ
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と
事
を
運
ぶ
。
彼
は
真
珠
の
優
し
さ
を
利
用
し
、

さ
」
へ
の
執
着
で
あ
り
、

通
す
、
そ
の
直
線
的
な
情
動
の
帰
結
と
し
て
あ
る
。

そ
の
信
頼
を
裏
切
る
。

チ
ュ
ザ
ニ
の
刃
の
一
閃
は
、
自
分
を
真
珠
の
美
の
最
後
の
証
人
と
し
、

意
味
す
る
。
チ
ュ
ザ
―
ー
は
目
的
を
遂
げ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
モ
ー
ル
人
を
駆
り
立
て
る
の
は
、
真
珠
の

そ
れ
を
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
「
意
思
」
は
「
愛
」
や
「
憎
し
み
」
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

自
分
と
と
も
に
真
珠
の
美
を
あ
の
世
へ
奪
い
去
る
こ
と
を

チ
ュ
ザ
ニ
の
行
為
は
根
底
に
お
い
て
真
珠
に
対
す
る
侮
蔑
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
究
極
の
と
こ
ろ
、

は
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
と
い
う
作
品
の
、
凄
味
と
も
、
美
し
さ
と
も
な
っ
て
い
る
。

自
分
一
人
の
想
い
を
追

チ
ュ
ザ
ニ
の
行
為
は
、
チ
ュ
ザ
―
ー
が
自
分
の
徹
底
し
た
個
人
性
を
貫
き

そ
こ
に
は
、
「
愛
」
か
ら
「
憎
し
み
」
へ
と
い
う
内
心
の
変
化
、
屈
折
と
い
っ
た

も
の
は
感
じ
ら
れ
ず
、
真
珠
を
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
チ
ュ
ザ
ニ
の
意
欲
は
、
変
化
も
弱
ま
り
も
見
せ
ず
、
最
後
ま
で
持
続

そ
し
て
こ
の
単
純
さ
が
、
チ
ュ
ザ
ニ
の
行
為
の
、
ひ
い
て

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
獲
物
に
襲
い
か
か
る
野
獣

の
四
肢
の
動
き
が
、
獲
物
を
殺
す
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
単
一
の
目
的
に
向
け
て
統
率
さ
れ
、
単
純
な
形
に
凝
縮
し
な
が
ら
、
却
っ

て
そ
の
た
め
に
優
美
な
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
と
同
一
で
あ
る
。

チ
ュ
ザ
ニ
の
行
為
は
、
そ
の
完
結
性
と
簡
明
さ
に
よ
っ
て
、
真
珠
の
美
と
と
と
も
に
、
こ
の
人
間
世
界
の
錯
綜
を
も
切
り
裂
く
か

の
よ
う
で
あ
る
。
チ
ュ
ザ
ニ
の
刃
の
輝
き
は
、
究
極
的
に
は
自
己
の
生
命
を
生
き
る
だ
け
の
わ
れ
わ
れ
の
、
本
質
的
な
単
独
者
性
を

照
ら
し
出
す
の
で
あ
る
。
『
ト
レ
ド
の
真
珠
』
に
展
が
る
世
界
は
、
メ
リ
メ
独
特
の
剣
呑
な
魅
力
を
湛
え
て
い
る
。

す
る
。
そ
の
意
味
で
、
チ
ュ
ザ
ニ
の
行
為
は
全
く
単
純
な
も
の
で
あ
る
。

い
、
自
分
一
人
の
世
界
を
生
巻
る
単
独
者
の
行
為
で
あ
る
。
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